
 

 

 

2023 年 12 月 8 日 

ローム株式会社 

東芝デバイス＆ストレージ株式会社 

 

ロームと東芝デバイス＆ストレージが共同で進める 

「パワー半導体の供給確保計画」が経済産業省より認定 
 

ローム株式会社（以下、ローム）と、東芝デバイス＆ストレージ株式会社（以下、東芝デバイス&スト

レージ）が、共同で申請していたパワー半導体に関する製造連携及び量産投資計画が、経済産業省の「半

導体の安定供給確保のための取組に関する計画（供給確保計画）」として認定されましたので、お知らせ

します。本計画は、ロームが SiC（炭化ケイ素）パワー半導体、東芝デバイス＆ストレージが Si（シリコ

ン）パワー半導体への投資を重点的に行うことで効率的に供給力を拡大しそれを相互に活用する、製造に

関する連携を行うものです。 

 

電力を供給、制御する役目を果たすパワー半導体は、脱炭素社会やカーボンニュートラルの実現に向け

て必要不可欠であり、今後も継続的な需要拡大が見込まれています。自動車向けにおいては、電動化が急

速に進む中、より高効率で小型・軽量化された電動パワートレインシステムの開発が進んでいます。ま

た、産業機器向けにおいても、自動化・効率化の要請は強く、パワー半導体の安定供給に加えて、性能向

上にも大きな期待が寄せられています。 

 

こうした中、ロームは経営ビジョンに「パワーとアナログにフォーカスし、お客様の“省エネ”・“小型

化”に寄与することで、社会課題を解決する」と掲げ、脱炭素に向けた取り組みを加速しています。中で

も省エネ化のキーデバイスとして期待されるのが SiC パワー半導体です。世界で初めて SiC MOSFET の

量産を開始して以来、常に業界をリードする技術開発を進めており、最新の第 4 世代 SiC MOSFET は、

数多くの電気自動車や産業機器等への採用が予定されています。また、急拡大する SiC 需要に応えるた

め、生産能力増強に積極的かつ継続的な投資を計画する等、重点事業の一つとして取り組んでいます。 

 

一方、東芝グループは経営理念に「人と、地球の、明日のために。」と掲げ、「カーボンニュートラル」

と「サーキュラーエコノミー」の実現をめざしています。東芝デバイス＆ストレージは、車載、産業向け

を中心に Si パワー半導体を長年供給し、あらゆる電気機器の省エネ化・小型化に貢献してきました。昨

年より 300mm ウエハを用いた生産を開始するとともに、引き続き旺盛な需要に応えるべくさらなる生産

能力増強に取り組んでいます。また、SiC パワー半導体についても研究開発を加速しており、鉄道向けで

培ったノウハウを活用することによって、車載や送配電分野などに向けた製品ラインアップ拡充に努め

ています。 

 

なお、ロームは株式会社東芝の非公開化に際して出資をしたことを公表していますが、本出資により、

今般の両社による製造連携に至ったものではありません。半導体産業における国際的な競争環境が激化



する中、ロームと東芝デバイス&ストレージでは、かねてよりパワー半導体事業における連携を検討して

おり、このたびの共同申請となったものです。 

 

今後は、当該計画に則り、ロームが SiC パワー半導体、東芝デバイス＆ストレージが Si パワー半導体

への投資を重点的に行い、相互に補完しあえる製造連携を加速することで、両社の国際的な競争力向上を

目指すとともに、国内サプライチェーンの強靭化にも貢献してまいります。 

 

 

＜認定された供給確保計画の概要＞  

事業者名 ローム株式会社、ラピスセミコンダクタ株式会社、 

東芝デバイス＆ストレージ株式会社、加賀東芝エレクトロニクス株式会社 

事業総額 3,883 億円  

（うちローム/ラピスセミコンダクタ：2,892 億円 

 東芝デバイス＆ストレージ/加賀東芝エレクトロニクス：991 億円） 

最大助成金額 1,294 億円 （上限：対象事業総額の 1/3） 

生産場所 ラピスセミコンダクタ宮崎第二工場（SiC パワー半導体、SiC ウエハ）、 

加賀東芝エレクトロニクス（Si パワー半導体） 

内容 SiC パワー半導体、Si パワー半導体及び SiC ウエハの国内における 

生産能力の強化 

 

以上 

 


